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②適切な自尊感情が抱ける環境にあること。 
③関係する大人が、子どもの自律に向けて最適な課題を提供できること。 
































































  小学校……道徳的価値の自覚及び自己の生き方についての考えを深める。 
  中学校……道徳的価値及びそれに基づいた人間としての生き方の自覚を深める。 
  高等学校……人間としての在り方生き方についての自覚を深める。 
⑤改訂の重点に即して内容項目の改善が図られた。新たに付け加えられた内容項目は次の
通りである。 
  小学校低学年 ４－（２）「働くことのよさを感じて、みんなのために働く」 
  小学校中学年 １－（５）「自分の特徴に気付き、よい所を伸ばす」 
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 上述の 3 つの類型のどれにでも、またはどこかに重点をおいて取り組むことができると
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がごとく降り出した雪（自然）による美の世界とそれへの共感。 
次の授業記録は③の再現である。 
C 子 私はこのような貧乏だったら，神様のようになってつつんでやりたいと思いました。なにしろこ 
んなところは，雪が降って寒い感じがするからです。 
C 子は発達の遅れを持つ子であるが，国語に興味を持ち，熱心に学習をする。この C 子
の「神様のようになってつつんで」という感動が共有化されていく。 
A 男 この場合，神様の役目をしているのが，百姓の足あとをすうっと消していった雪だと思います。 
T  C さんは神様になって何をつつんであげたいと思っているのですか。 
P  （百姓） 
F 子 百姓の温かいというか，今とっても幸せな気持ち。 
O 男 百姓も旅人も同じイメージでしょ，一人で雪の上をとぼとぼ歩いているし，百姓はお金持ちでも 
ないし，そんな二人はな，イメージが似ているでしょ。だから，そんな二人をつつんであげた 
いと C さんは思ったと思う。 
S 男 C さんは，百姓や旅人をつつんでやりたいんでしょ。それに僕は感激しました。 
T 男 C さんが感動したところは，百姓と旅人の楽しさやうれしさです。つつんであげたいということ 
は，二人のうれしさ，楽しさをずっと続かせたいということだからです。 
K 男 百姓と旅人はイメージが良く似ていて，一人で貧乏なので，今まで冷たい感じだったので，C さ 
んは温かさでつつんであげたいのです。 
T  C さんの気持ちを知って，君達はどんなことに感動しますか。 
M 子 私はつつんであげたくなるような温かくて，ふわあとした空気に感動しました。 
O 男 C さんはふわあとした雪の感じで，つつんでやりたいんやろ，ぼくはそこに感動しました。 








ート１ページ程度のまとめを書く。次の M 子のノートを見ると，C 子の感動が M 子によっ
て共有され，それが M 子の論理に組み込まれて，M 子の感動を深め価値づけていることが
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